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将軍・三職・七頭守護家の行末は？

〒601-8213　京都市南区久世中久世町1丁目76 番地  TEL.（075）934-0003　FAX.（075）934-9990

日本史
コーナー
ご担当者様

定価1,650円
（本体1,500円＋税10％）

定価  1650円（本体1,500円＋税10％） 
A5判　232ページ

仕様

内容
「応仁元年の京都上京」地図、室町～戦国時代の日本地図、関連城跡位置図　広域図、略系図　
1足利将軍家・鎌倉公方家、2斯波家、3細川氏宗家（京兆家）、3-2細川典厩家、3-3細川野州家、3-4阿波守護家、
3-5淡路守護家、3-6和泉上守護家、3-7和泉下守護家、4足利一族の畠山家、5山名惣領家、6山名氏伯耆守護家、
7山名氏因幡守護家、8丹後一色氏、9京極氏、10赤松氏惣領家、11六角氏、12若狭武田氏

明徳3年（1392）閏10月の3代将軍足利義満の「南北朝合一」にはじまり、「応仁・文明の乱」最中の文明5年（1473）の西軍大将山名宗全と東軍大将
細川勝元の没までを時系列で記しました。
その間には、“公家の極官に昇った将軍義満が天皇家の権限に近づく様”や「金閣創建」、「三職七頭の制を定む」・「応永の乱」、「日明国交正式樹立」、
「後小松天皇の北山第行幸」、“義満没による義持の家督相続と」日明貿易停止”、「斯波氏主導の幕政体制の終焉」、「上杉禅秀の乱」、「応永の大飢饉」、
“4代将軍義持の死で籤引きで将軍を決める”、“高齢将軍義教の登場”、「正長の土一揆、土一揆の始まり」、「大和永享の乱」、「日野家の没落」、“6代将
軍義教の斯波家家督介入で恐怖政治がはじまる”、「持豊（宗全）、（山名氏）惣領権確立」、「（関東）永享の乱」、「結城合戦」、「嘉吉の乱ー将軍義教殺
害」、「嘉吉の徳政令」、「筒井氏の内紛はじまる」、「守護細川持之没し、勝元あとを継ぐ」、「足利義政、8代将軍宣下」、「斯波氏のお家騒動（武衛騒動）」、
「畠山氏のお家騒動」、「（関東）享徳の乱」、「義政、日野富子と結婚」、「長禄の変」、「長禄・寛正の役」、“将軍家の断絶が危惧されたー足利義視還俗”、
「細川氏と大内氏の抗争」、「勝元と宗全の対立」、「文正元年の政変」、「山名宗全、政権奪取に動く」、「応仁・文明の乱、勃発」、「上京の戦い」、「大内政弘
入京」、「相国寺の戦い」、「足軽誕生」、「船岡山合戦」、「義視、西陣斯波義廉の館に入るー西幕府成立」、「西軍山名宗全が東軍細川勝元に和睦を提
案」、「山名宗全没」、「細川勝元没」

義満の幕府権力確立、そして11年に渡る「応仁の乱」、
農民・仏門「一揆」＆無頼「足軽」が初登場

室町時代 年表帖 上巻
（全2巻）

注文締切り 5月26日（月）まで

発売日：6月上旬予定
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注文締切り 5月26日（月）まで
〒601-8213　京都市南区久世中久世町1丁目76 番地  TEL.（075）934-0003　FAX.（075）934-9990

日本史
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定価1,650円
（本体1,500円＋税10％）

定価  1650円（本体1,500円＋税10％） 
A5判　224ページ

仕様

内容
略系図　13伊予国守護河野氏、14大和国人衆徒　筒井氏惣領家、15大和国人国民　越智氏惣領家、
16大和国人衆徒　古市氏、17大和国人国民　十市氏、18大和国人国民　箸尾氏
近畿府県城跡位置図　山城・丹波・丹後（京都府）、河内・和泉（大阪府）、大和（奈良県）、摂津・丹波・丹後・播磨・淡路（兵庫県）

文明5年（1473）12月の9代将軍足利義尚の「将軍宣下」にはじまり、「応仁・文明の乱」収束を経て、天文5年（1536）の細川晴元の上洛までを時系
列で記しました。
“一応の終息をみせた応仁・文明の乱が再燃する様”や「加賀一向一揆」、「朝倉孝景、越前統一」・「応仁・文明の乱ー義視、義政と講和を図る」、「西幕府
解散ー応仁・文明の乱が終わる」、「畠山政長、三度管領になる」、「畠山義就の河内新邸成り移住する」、「細川政元監禁事件」、「9代将軍足利義尚、本鳥
を切る」、「両畠山抗争の再開」、“義政が浄土寺山荘（のちの銀閣寺）に移り住む”、「山城国一揆がはじまる」、「第一次長享・延徳の乱（六角征伐）」、「（関
東）長享の乱」、“「門徒持ち」の国が成立”、「将軍義尚、没」、「足利義政、没」、「足利義材（義稙）、第10代征夷大将軍になる」、「（畠山）義就追討の幕府奉
書」、「足利義視、没」、「第二次長享・延徳の乱（第二次六角征伐）」、「」、「義材（義稙）の河内出陣」、「明応の政変ー細川政元、義澄を将軍に擁立」、「畠山
政長自刃」、“義材（義稙）が越中国に奔り放生津幕府成立”、「管領細川政元が主導する政権が誕生」、「日野富子、没」、「細川京兆家、三人の養子とな
る」、「薬師寺元一の反乱ー第一次淀古城の戦い」、「永正の錯乱ー政元が殺害される」、「永正の錯乱ー細川澄之自害」、「永正の錯乱ー細川澄元政権が
成立」、“永正の錯乱ー細川高国が挙兵、澄元、将軍義澄が出奔”、「前将軍義尹（義稙）が再任される」、“細川高国が管領の任ぜられる”、「等持寺の戦
いー両細川の乱集結」、「細川澄元、没」、「義稙、高国と対立し、淡路国に走る」、「高国、足利義晴を迎える」、「八上・神尾山城の戦い」、「高国政権崩壊」、
“堺幕府成立”、“高国と細川晴元の和が破れる”、「大物崩れー高国自害」、「顕本寺の戦いー堺公方府崩壊」、「享禄・天文の乱」、「晴元と将軍義晴の和
睦成る」、「細川晴元、ようやく上洛」

宗全・勝元没後の応仁の乱と、乱後の争乱「両畠山家抗争」「山城国一揆」
「明応の政変」「永正の錯乱」「両細川の乱」「享禄・天文の乱」等を追う

室町時代 年表帖 下巻
（全2巻）

将軍・三職・七頭守護家の行末は？

発売日：6月上旬予定


